
議
議
を
歴
史
に
馬
面
し
詑
る
書
な
り
Q
而
し
て
、
か
の
唐

土
に
い
ふ
所
の
扶
桑
國
は
我
邦
に
し
て
、
三
皇
五
帝
な
る

も
の
皆
我
皇
孫
に
舛
な
ら
す
と
い
ふ
論
擦
に
成
る
所
の
大

扶
桑
國
考
を
出
せ
る
を
導
火
線
と
し
て
、
林
家
の
だ
め
に

排
斥
せ
ら
れ
、
直
書
は
絶
版
に
附
せ
ら
れ
、
天
保
十
五
年

に
は
遽
に
江
戸
よ
り
其
歯
面
秋
田
に
蹄
國
を
命
せ
ら
れ
な

る
な
う
◎

　
之
を
要
す
る
に
、
翼
淵
、
宣
長
の
蟹
は
圭
と
し
て
其
鋒

先
は
儒
學
に
向
け
ら
れ
、
篶
胤
に
至
り
て
は
雪
ぐ
佛
敏
に

向
て
も
同
じ
く
猛
烈
な
る
攻
撃
を
加
ふ
る
に
至
り
た
る
傾

向
み
り
。
而
し
て
其
敵
昧
方
共
、
論
ず
る
灰
は
反
甥
論
を
批

評
す
る
よ
り
も
、
互
に
其
根
本
∴
郡
ち
、
國
學
者
側
の
攻
繋
す

る
厨
は
、
支
那
の
國
柄
及
び
簗
人
其
も
の
、
叉
儒
頬
側
の
攻

撃
す
る
所
は
專
ら
我
神
代
の
枇
含
、
儒
…
敷
輪
入
興
醜
の
罠

本
の
國
柄
其
も
の
な
り
し
に
、
末
流
に
至
り
て
は
、
論
旨
漸

く
枝
葉
に
走
り
で
2
湯
葉
の
用
ゐ
方
、
て
に
を
は
の
誤
り
等

を
穿
盤
し
て
専
ら
其
揚
足
取
転
を
能
事
と
す
る
か
、
然
ら

ざ
れ
ば
人
身
攻
繋
に
没
頭
し
て
、
醜
厭
殆
ど
見
る
に
堪
へ

ざ
る
も
の
あ
る
に
至
れ
る
な
り
Q
（
大
斑
入
年
五
月
十
入
日
〉

西
比
利
亜
の
河
川
と
北
極
海
と
の
連
絡
航
路
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
内
、
　
田

寛

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
で
あ
る
か
ら
、
之
と
北
極
海
航
路
と
の
實
際
上
の
連
絡

　
　
　
簸
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
の
問
題
は
カ
ラ
海
の
航
路
で
あ
る
。

撤
ブ
・
工
轟
セ
イ
爾
河
の
水
路
は
以
上
違
ぺ
だ
る
が
如
　
　
東
北
航
路
探
瞼
の
歴
史
は
暫
く
穿
き
カ
ラ
海
航
路
の
み

　
　
第
四
懸
　
　
　
親
　
纂
　
　
　
喩
四
比
利
亜
の
河
冨
川
と
三
宝
…
梅
と
の
慰
縦
航
路
猟
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
六
一
　
　
く
胴
乱
九
一
）



第
鰻
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
西
死
利
颪
の
嚇
W
州
と
北
糠
…
灘
と
の
浬
賂
…
航
路
（
下
）

を
見
る
も
、
文
書
に
現
は
る
玉
無
で
は
古
ぐ
十
六
世
紀
に

瀦
｝
る
こ
と
が
綴
來
る
。
邸
ち
十
山
ハ
…
世
紀
後
宇
に
嘗
て
、
露

西
亜
の
船
は
年
々
臼
海
海
岸
に
あ
る
ホ
〃
絶
ゴ
リ
塾
苞
、

ヨ
0
6
2
0
臨
　
よ
リ
エ
轟
セ
イ
河
鷺
に
至
・
り
て
、
威
服
衣
料
…
と

毛
皮
類
と
を
交
易
し
冬
を
越
し
て
錦
号
す
る
を
常
と
し
て

み
だ
。
當
隠
シ
ペ
ソ
や
宮
詣
に
於
て
は
雛
・
栗
鼠
・
狐
等
の

猿
獲
せ
ら
る
墨
も
の
甚
だ
多
く
其
の
毛
皮
は
厭
洲
に
断
て

極
め
て
高
債
に
資
買
せ
ら
れ
て
る
だ
か
ら
、
エ
ハ
〇
一
年

よ
う
は
海
上
の
危
瞼
寒
苦
の
凛
烈
な
る
を
物
と
も
せ
す
し

て
、
オ
ブ
ユ
ニ
セ
イ
、
爾
河
鱒
繊
附
近
に
航
す
る
も
の
案

外
多
数
で
あ
っ
て
、
オ
ブ
灘
の
支
．
湾
と
見
ら
る
べ
き
タ
ス

日
盤
灘
に
注
ぐ
タ
ス
河
の
河
穐
に
は
マ
ン
ガ
セ
ヤ
ソ
自
窪
σ
q
㌣

・・

g
勲
　
と
饗
す
る
市
場
蛮
帯
し
、
夏
季
商
人
の
謬
り
集
る

も
の
二
千
を
濁
し
、
蒋
舶
の
艘
数
は
二
十
蝕
を
歎
ふ
る
年

も
あ
っ
π
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
贔
等
商
船
の
普
蔀
…
に

採
っ
た
航
路
は
、
自
説
海
岸
か
ら
カ
ラ
海
映
又
は
ユ
ゴ
ー

卿
海
脚
黒
く
漂
鵬
○
塊
舞
箏
搾
を
経
て
カ
ラ
海
に
入
監
リ
之
を
横
ぎ

第
四
　
號
　
　
　
　
一
山
ハ
…
…
　
　
　
（
六
九
二
〉

り
て
ヤ
μ
マ
ル
く
巴
諺
紘
年
島
の
中
部
に
あ
る
ム
ト
ナ
や

鷺
簿
露
秘
露
に
至
り
、
．
そ
れ
よ
リ
ム
き
ナ
や
河
セ
…
棚
り
、
不

イ
プ
裂
玖
浜
野
に
出
で
、
ヤ
ム
ブ
ト
く
ρ
彰
　
）
午
δ
湖
セ

リ
オ
ナ
や
し
。
。
ぞ
9
罠
溝
河
を
逓
じ
て
、
タ
ス
灘
に
資
す
る

の
で
あ
る
が
、
ネ
イ
テ
、
ヤ
ム
ブ
ト
爾
湖
の
間
は
水
路
が
な

い
の
で
曳
船
す
る
の
で
あ
る
。
中
に
は
ヤ
ル
マ
〃
雫
島
を

横
翻
せ
す
し
て
、
海
路
に
て
北
の
方
ホ
ッ
イ
ト
～
≦
｝
ぎ
農

の
北
を
獺
航
す
る
も
の
も
あ
っ
陀
。

　
マ
ン
ガ
セ
ヤ
に
入
議
す
る
商
人
中
に
は
、
英
人
其
の
他

の
脅
脱
藩
も
あ
っ
て
、
露
國
政
府
は
外
人
の
入
唐
を
獄
”
ば

す
、
爲
に
一
山
ハ
ニ
○
年
一
般
商
人
の
叙
上
航
路
の
航
海
を

禁
止
し
、
男
ラ
溝
の
門
戸
に
屠
れ
る
べ
燦
ガ
7
＜
p
凝
ぞ
プ

島
に
は
五
十
名
の
人
を
配
置
し
て
階
舶
を
監
親
せ
し
め
だ

跳
の
事
あ
う
て
か
ら
オ
ゾ
灘
の
航
海
は
踏
み
、
マ
ン
ガ
セ

ヤ
は
縷
濁
し
て
し
ま
つ
紀
Q

　
然
う
と
羅
も
此
の
後
も
諸
國
の
學
術
探
瞼
船
や
海
潔
捕

獲
船
な
ど
は
跳
の
航
路
を
翅
じ
て
居
も
後
歯
の
中
に
は
窃

、



に
土
人
と
交
易
し
て
利
を
得
る
も
の
も
あ
っ
セ
や
う
で
あ

る
が
、
十
九
世
紀
の
中
葉
ま
で
は
大
盤
に
於
て
カ
ラ
海
沿

岸
の
一
般
通
商
貿
易
禁
止
時
代
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い
G

然
る
に
一
八
六
〇
年
代
に
至
っ
て
は
、
ク
ル
セ
ン
ス
ヲ
川

ン
囚
讐
ω
窪
ω
3
遷
氏
の
カ
ラ
海
賦
瞼
二
八
山
ハ
○
年
三
に
一

八
六
二
年
の
結
果
に
よ
う
、
諾
威
の
捕
鯨
船
が
カ
ラ
海
に

來
っ
て
同
海
の
航
心
々
に
一
新
時
擢
を
劃
し
勉
。
此
の
後

或
は
純
學
下
上
の
目
的
に
よ
り
或
は
魚
掛
の
目
的
に
よ
り

て
，
カ
ラ
海
を
航
逓
す
る
も
の
其
の
数
を
増
し
、
之
と
共

に
、
貿
易
叉
は
運
輪
の
目
［
酌
に
よ
る
も
の
も
現
は
れ
て
來

た
。
中
に
は
莫
人
ヰ
ッ
ギ
ン
ス
≦
δ
σ
q
刷
諺
氏
の
如
き
は
一

八
レ
匁
山
側
・
年
に
は
エ
　
一
閃
イ
一
縄
口
に
、
　
一
八
レ
～
八
年
に
は
オ

ブ
野
宮
に
航
海
し
一
八
八
七
年
よ
り
一
九
〇
五
年
ま
で
の

間
に
於
て
殆
ど
毎
年
英
顯
と
エ
雛
セ
イ
河
口
間
を
航
通
し

て
、
貿
易
を
な
し
、
多
大
の
利
を
占
め
陀
。
こ
と
は
よ
く

人
の
知
れ
る
所
で
あ
る
。
ヰ
ッ
ギ
ン
ス
氏
の
外
に
も
民
間

の
貨
物
船
が
エ
ニ
セ
イ
河
河
口
に
激
つ
泥
主
要
な
る
も
の

に
一
一
八
レ
～
九
年
に
、
は
山
ハ
紬
齪
、
　
幽
鴻
八
九
μ
レ
㍗
年
に
は
十
硝
艘
あ

り
オ
ブ
河
洞
口
に
至
つ
だ
主
要
な
お
も
の
は
一
八
九
八
年

に
は
山
本
艘
・
の
る
o
L
T
属
籍
【
豊
浦
木
曽
｛
か
ら
廿
冊
一
紀
初
董
小
に
か

け
て
は
、
オ
ブ
、
工
昌
摩
イ
齋
河
下
流
地
方
に
測
候
所
其

の
他
官
署
の
建
設
せ
ら
る
》
も
の
も
あ
っ
て
、
建
設
材
科

や
、
糧
食
鴇
常
品
等
を
運
喩
す
る
だ
め
、
露
酉
亜
政
府
の

船
舶
で
此
の
方
藏
に
至
る
も
の
も
現
は
れ
て
言
う
、
一
九

〇
五
年
の
如
き
は
オ
ブ
河
河
口
に
航
し
だ
る
も
の
二
十
二

艘
に
及
ん
で
み
る
。
其
の
一
部
は
明
治
三
十
七
八
年
職
役

の
軍
．
需
品
を
蓮
早
し
π
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
。

　
以
上
逃
ぺ
鴨
る
が
如
く
十
九
世
紀
後
宇
に
於
て
は
欧
洲

と
オ
ブ
・
エ
ニ
セ
イ
爾
河
河
口
地
方
と
の
聞
に
於
け
る
純

療
養
上
の
航
海
に
一
新
蒔
機
を
翻
し
て
み
る
Q
當
時
露
酉

亜
政
府
に
於
て
も
海
路
の
輸
入
品
に
は
輪
入
貌
を
課
せ
す

し
て
、
海
路
の
毅
達
を
保
護
し
て
ゐ
セ
○
カ
ラ
海
を
始
め

其
の
航
路
の
探
瞼
も
進
歩
し
逓
僑
機
驕
も
多
少
備
は
つ
て

み
る
か
ら
、
カ
ラ
海
に
於
け
る
航
海
の
困
難
も
以
薗
に
比

第
四
悠
　
　
雑
　
纂
　
　
蒲
比
利
距
の
洞
川
と
北
極
海
と
の
斎
堂
航
路
（
下
）

轄
翔
四
鰭
炉
，
　
一
山
ハ
留
一
　
　
（
山
ハ
ふ
ル
三
）



駕
四
二
　
雑
纂
　
露
比
購
豊
の
河
潤
と
畿
断
熱
と
の
漣
織
航
路
下
）

す
れ
ば
輕
減
さ
れ
て
來
だ
。

　
現
A
記
法
ブ
・
エ
ニ
セ
イ
爾
…
河
河
厩
地
方
は
十
↓
ハ
世
紀
後

宇
に
見
だ
る
が
如
く
に
毛
皮
の
艶
出
が
多
く
は
な
い
。
尤

も
オ
ブ
河
下
流
の
地
方
は
栗
鼠
の
捕
獲
せ
ら
る
｝
こ
と
の

多
き
は
⑳
比
利
亜
第
一
に
位
し
て
み
る
叉
工
墨
セ
イ
河
下

流
の
ッ
〃
ハ
ン
ス
ク
地
方
に
毛
皮
の
産
出
の
多
き
は
簸
に

蓮
べ
把
所
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
是
等
の
毛
皮
の
み
を
目

酌
と
し
て
、
此
の
地
方
に
航
路
を
開
き
、
数
多
の
船
舶
を

動
か
す
に
は
當
ら
禰
欺
態
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
近
時
此
の

方
面
の
航
海
貿
易
に
蕎
面
す
る
人
々
に
あ
り
て
も
、
カ
ブ
・

工
昌
セ
イ
爾
河
河
口
地
方
の
天
産
物
は
耐
次
酌
日
濁
と
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
主
雑
筆
と
は
し
て
み
な
い
○
彼
等
の

翼
の
臼
酌
は
叙
上
爾
河
の
河
口
よ
り
そ
れ
∴
＼
更
に
深
く

内
地
に
瀕
う
洋
航
汽
船
の
航
行
極
限
地
に
於
て
、
そ
れ
よ

り
上
流
を
交
逓
す
る
汽
船
と
連
絡
し
、
以
て
西
甲
山
亜
南

部
の
豊
富
な
る
天
産
物
を
積
取
り
、
叉
其
の
地
方
に
勃
興

せ
る
農
業
真
電
、
工
業
等
に
要
す
る
器
械
器
具
建
築
材
科

驚
離
礁
　
　
　
一
六
四
　
　
　
（
六
九
阻
）

其
の
他
隷
用
難
貨
等
を
差
向
け
ん
と
す
る
に
あ
る
の
で
み

る
。
此
の
穏
的
に
向
っ
て
活
動
せ
る
も
の
に
は
偶
人
も
少

く
な
い
が
、
一
九
一
二
年
、
露
國
人
や
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ゼ
や

二
等
の
農
本
に
よ
っ
て
威
つ
π
函
比
利
亜
筆
答
の
如
き
は

特
筆
・
す
べ
き
も
の
に
貸
す
る
。
帰
路
國
政
府
に
於
て
も
亦
大

い
に
此
の
方
面
に
注
意
し
、
一
九
ニ
ニ
年
に
は
エ
ニ
セ
イ

河
河
海
に
向
け
ロ
ソ
ー
3
ン
よ
り
感
材
八
萬
廊
度
の
轍
入
試

験
を
な
し
、
釜
高
瀬
の
航
路
を
利
用
せ
ん
と
論
調
せ
る
矢

、
先
、
今
次
の
評
議
鰍
…
に
よ
り
て
龍
海
の
航
海
危
除
…
と
な
ウ

英
佛
等
と
カ
ラ
海
方
面
と
を
連
絡
し
て
露
國
北
部
の
み
な

ら
す
西
比
利
亜
よ
り
食
桝
其
の
他
の
軍
需
晶
を
蓮
搬
す
る

こ
と
の
適
切
に
し
て
泌
要
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
る
爲

叙
上
の
腸
満
は
促
進
せ
ら
れ
、
英
…
幽
と
工
頴
セ
イ
河
中
流

と
の
聞
に
少
く
と
も
数
回
の
航
海
行
は
れ
て
、
西
比
別
亜

の
小
姿
勢
の
他
と
英
國
の
セ
メ
ン
ト
鐵
論
難
の
億
と
か
跨

黒
し
陀
の
で
あ
る
。
之
よ
ら
先
業
愈
愈
政
府
は
、
ヤ
ル
マ
ル

野
島
の
モ
う
ず
レ
鍵
。
窮
あ
巴
傷
ユ
ゴ
ー
ル
海
若
、
ペ
イ
が

塗



フ
島
な
ど
カ
ラ
海
沿
岸
の
各
地
に
無
線
電
信
局
を
設
概
し

て
、
航
海
の
難
易
を
豫
漉
せ
し
む
る
こ
と
に
し
だ
が
、
其

の
後
航
路
の
利
用
推
…
む
に
俘
ひ
工
轟
セ
イ
河
河
口
に
は
燈

藁
、
無
線
電
信
局
勢
を
設
訳
す
る
の
計
石
聖
樹
て
、
盆
々

航
海
の
便
を
計
ら
ん
と
努
め
て
み
る
◎
　
・

曲ρ触

　
今
や
オ
ブ
ェ
論
セ
イ
の
爾
…
河
の
水
路
と
北
極
海
の
航
路

と
は
既
に
實
際
上
連
絡
し
π
の
で
あ
る
、
然
ら
ば
其
の
賂

家
の
盛
変
は
如
侮
。
こ
れ
に
は
交
樋
上
、
第
一
カ
ラ
海
の
航

路
、
第
ニ
オ
ブ
河
筋
と
露
西
亜
本
町
の
北
極
海
方
面
と
を

連
絡
す
る
鐵
池
の
計
盤
を
考
ヘ
イ
．
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
カ
ラ
海
は
叙
上
連
絡
航
路
の
是
非
と
も
通
過
せ
ね
ば
な

ら
漁
贋
で
あ
る
が
、
年
に
よ
っ
て
夏
季
流
氷
の
量
に
多
大

の
差
が
め
つ
て
其
の
少
き
時
は
航
海
が
曇
霞
で
あ
診
が
多

き
時
は
到
底
航
海
す
る
こ
と
が
畠
來
ぬ
有
様
で
あ
る
。
さ

れ
ば
流
氷
の
難
に
よ
り
て
不
幸
の
運
命
に
濫
帯
し
π
る
も

の
は
古
來
其
の
鎌
脚
だ
多
い
。
此
の
海
通
過
が
庚
の
方
チ

エ
リ
ュ
ー
ス
キ
ン
岬
の
廻
航
と
共
に
東
北
航
路
の
二
大
難

事
と
せ
ら
れ
て
る
る
の
も
偶
然
で
な
く
Q
又
叙
上
連
絡
航

路
が
永
く
行
き
幡
ん
で
み
だ
の
も
此
の
爲
で
あ
っ
た
。

　
人
若
し
年
々
評
議
に
確
費
な
る
航
路
を
開
か
ん
と
せ
ば

夏
季
に
於
け
る
流
氷
を
爾
調
査
す
る
の
必
要
が
あ
る
。

　
上
に
慰
べ
π
る
西
比
利
亜
會
赴
は
其
の
成
立
の
年
北
極

海
探
瞼
者
と
し
て
名
高
き
ナ
ン
セ
ン
累
睾
ω
窪
氏
に
囑
し

て
カ
ラ
海
航
路
を
探
瞼
ぜ
し
め
だ
Q
ナ
ン
セ
ン
氏
は
實
地

誌
瞼
の
上
過
去
三
百
数
十
年
に
亙
わ
、
カ
ラ
海
航
海
の
歴

史
に
徴
し
、
カ
ラ
海
に
於
け
る
夏
季
の
流
氷
を
以
て
海
流

叉
は
風
に
よ
っ
て
、
北
方
よ
う
蓮
搬
せ
ら
れ
だ
る
も
の
と

せ
す
し
て
カ
ラ
海
路
の
も
の
の
海
水
の
温
度
の
獲
化
に
よ

る
も
の
と
考
察
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
此
の
海
に
注
入
す
る

河
川
の
水
丁
目
が
多
く
冬
二
李
海
氷
の
上
に
積
る
雪
の
旦
里
が
少

け
れ
ば
、
寒
流
の
影
響
を
青
く
る
こ
と
多
く
し
て
、
カ
ラ

海
の
氷
は
多
く
な
参
、
之
に
反
す
れ
ば
少
い
。
そ
れ
故
に

第
四
懸
　
　
維
　
纂
　
　
西
比
利
亜
の
洞
川
と
沢
上
海
と
の
遽
絡
航
路
（
下
V

第
四
號
　
　
　
一
山
ハ
五
　
　
　
（
山
ハ
九
五
）



　
　
　
第
四
懸
　
　
雑
纂

多
季
寒
氣
峻
烈
に
し
て
、
雪
量
少
き
年
の
翌
夏
に
は
、
そ

れ
よ
り
も
寒
氣
緩
和
に
し
て
雪
量
多
き
年
の
図
題
に
比
し

て
、
流
氷
が
多
い
。
叉
秋
季
海
上
に
残
り
の
氷
少
き
時
は

海
水
上
部
は
温
度
が
比
較
的
高
い
か
ら
氷
織
に
達
す
る
に

永
き
樹
間
を
要
し
、
叉
結
氷
も
風
に
妨
げ
ら
れ
る
○

之
に
反
し
て
秋
季
贋
り
の
氷
多
き
時
は
海
水
上
部
は
温
度

が
比
較
的
低
い
か
ら
、
結
氷
も
連
で
あ
る
。
こ
の
事
は
オ

プ
ト
川
ス
ク
○
区
○
邑
（
測
候
駈
の
四
十
蝕
年
間
の
氣
温

の
詑
録
に
現
は
る
』
勝
と
も
一
致
し
て
み
る
。

　
カ
ラ
海
と
航
路
と
の
關
係
を
見
る
に
は
、
爾
、
同
海
の

氷
が
風
や
海
流
で
い
か
程
迄
い
か
に
分
布
さ
れ
る
か
、
叉

海
水
の
深
度
と
流
氷
の
多
寡
な
ど
、
今
後
精
密
な
る
調
査

を
も
要
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
ナ
ン
セ
ン
氏
は
此

の
目
的
の
爲
に
数
多
の
モ
ー
五
二
が
二
二
を
使
用
し
、
成

る
べ
く
は
飛
行
機
を
便
用
し
て
、
カ
ラ
海
附
近
の
無
線
電

信
局
と
遽
絡
を
保
ち
て
調
査
報
告
せ
し
む
べ
き
を
圭
張
し

か
呉
か
施
設
は
哲
比
利
亜
閥
磯
上
に
輿
ふ
る
カ
ラ
海
航
路

西
比
利
亜
の
河
川
と
北
極
海
と
の
逗
絡
航
路
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
第
㎞
閏
號
　
　
　

一
山
ハ
山
石
　
　
　
（
六
九
六
〉

の
影
響
を
思
へ
ば
寧
ろ
當
然
の
こ
と
で
あ
る
と
の
意
見
を

陳
べ
て
み
る
。
然
リ
カ
ラ
海
の
航
路
は
其
の
開
逓
八
、
九
、

十
の
約
三
ヶ
月
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
可
な
り
重
大
な

る
意
義
を
有
す
る
も
の
だ
け
に
河
海
連
絡
航
路
は
必
ず
や

特
來
更
に
議
賛
す
る
で
あ
ら
う
。
西
部
西
箆
利
亜
の
輸
出
　

入
品
、
西
耳
利
亜
黒
道
の
剛
強
能
力
の
み
を
見
て
も
此
の

航
路
の
必
要
は
明
か
で
あ
る
。
況
や
、
爾
河
沿
岸
の
閣
畿

を
計
る
に
於
て
お
や
○

　
叙
上
の
連
絡
航
路
の
曲
溝
來
を
考
ふ
る
に
當
っ
て
更
に
鐡

道
輝
輝
を
一
瞥
す
る
の
要
が
あ
る
。
オ
ブ
河
筋
乏
露
薄
亜

本
國
の
北
極
海
方
衝
の
漣
絡
を
目
的
と
す
る
鐵
滋
計
調
線

に
は
、
オ
ブ
峯
ル
ス
ク
よ
リ
メ
ヂ
ン
ス
ク
ジ
幽
9
ぎ
錺
犀
に
盟

る
も
の
が
あ
る
。
之
は
カ
ラ
一
驚
交
通
の
困
難
な
る
が
故
に
、

此
の
海
を
避
け
オ
ブ
河
の
水
路
と
北
極
海
の
海
路
と
を
連

絡
せ
し
め
ん
が
爲
、
露
國
政
府
に
て
計
麗
し
た
る
も
の
で



あ
る
Q
輔
九
〇
七
年
に
は
測
量
も
了
し
、
講
般
の
敷
設
準
に
影
響
を
及
さ
澱
と
も
限
ら
ぬ
。
但
叉
一
方
に
於
て
、
オ

備
も
整
ひ
π
う
と
傳
へ
ら
れ
、
一
九
一
四
年
に
は
既
に
エ
　
ム
ス
ク
政
府
が
列
國
に
承
離
せ
ち
れ
て
、
露
西
亜
本
國
よ

事
に
着
手
し
π
る
由
、
宇
官
需
民
の
禺
版
物
に
記
載
し
う
継
立
す
る
こ
と
と
な
ら
ば
、
是
等
の
書
道
よ
り
も
却
っ

て
み
る
○
さ
り
な
が
ら
他
方
に
於
て
エ
カ
プ
ソ
ン
ブ
ル
グ
て
カ
ラ
海
漣
絡
航
路
に
熟
怨
す
る
や
も
計
り
難
い
。
オ
プ
・

鰻
（
客
①
品
皆
舞
σ
q
　
よ
リ
ウ
ラ
ル
由
脈
の
東
側
を
北
上
せ
る
　
斜
脚
セ
イ
爾
河
と
令
室
海
と
の
連
絡
航
路
の
問
題
は
購
來
・

既
設
鐡
溢
ア
〃
ハ
ン
グ
ル
と
を
連
絡
す
る
シ
ペ
ロ
ァ
ル
ハ
盛
々
書
誌
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
其
の
影
響
は
東

ン
グ
〃
ω
㎞
ぴ
興
○
》
己
疑
お
鉱
鐵
道
を
敷
設
し
て
ア
ル
戸
部
酉
勢
利
亜
に
も
及
ぶ
こ
と
は
疑
な
き
折
で
あ
っ
て
、
ン

ン
ゲ
〃
を
し
て
一
面
西
比
利
亜
に
封
ず
る
北
極
海
方
面
ナ
河
と
北
極
海
と
の
連
絡
航
路
計
劃
の
尊
長
の
如
き
も
亦

の
門
戸
と
す
る
の
計
調
が
み
る
か
ら
、
之
が
事
實
に
現
は
．
之
と
絡
冠
す
る
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
（
五
月
廿
四
鷺
篇
）

る
れ
ば
、
叙
上
の
計
調
線
の
儂
値
を
下
げ
、
叉
カ
ラ
海
航
路
　
　
　
・
・

第
鰯
巻
　
　
雑
　
繋
　
　
西
地
利
亜
の
河
紛
と
北
極
海
と
の
磁
絡
航
路
（
下
〉

窮
四
號
　
　
　
嚇
穴
七
　
　
（
六
九
七
）


